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(57)【要約】
【課題】従来の加湿装置では、加湿運転開始時に既に給
水必要状態である場合であっても、加湿運転が開始され
てから所定時間が経過するまでは給水表示が行われない
問題がある。
【解決手段】湿度調整装置（加湿装置）は、空気を加湿
する加湿ロータと、加湿ロータに供給する水を貯留する
水トレーと、水トレーに貯留された水量が所定量未満で
あることを検出する検出手段と、検出手段の判定結果に
基づいて給水必要状態であるか否かを判定する判定手段
と、判定手段で給水必要状態であると判定された場合に
給水必要状態であることを表示する表示手段とを備えて
いる。そして、判定手段は、水トレーに貯留された水量
が所定量未満である状態が加湿運転開始前の所定時間に
おいて継続した場合に、加湿運転が開始される際に給水
必要状態であると判定する。
【選択図】図１１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　空気を加湿する加湿部材と、
　前記加湿部材に供給する水を貯留する水貯留部と、
　前記水貯留部に貯留された水量が所定量未満であることを検出する検出手段と、
　前記検出手段の判定結果に基づいて給水必要状態であるか否かを判定する判定手段と、
　前記判定手段で給水必要状態であると判定された場合に給水必要状態であることを表示
する表示手段とを備え、
　前記判定手段は、
　前記水量が所定量未満である状態が加湿運転開始前の所定時間において継続した場合に
、加湿運転が開始される際に給水必要状態であると判定することを特徴とする加湿装置。
【請求項２】
　前記判定手段は、
　電源が駆動している間、常に前記判定を行うことを特徴とする請求項１に記載の加湿装
置。
【請求項３】
　電源駆動が停止される際に前記判定手段の判定結果を記憶する記憶手段を備え、
　前記表示手段は、
　電源駆動が開始される際に、給水必要状態であることが前記記憶手段に記憶されている
場合に、給水必要状態であることを表示することを特徴とする請求項１または２に記載の
加湿装置。
【請求項４】
　空気を加湿しないで空気を浄化する空気清浄運転が可能であって、
　前記判定手段は、
　前記水量が所定量未満である状態が空気清浄運転から加湿運転に切り換わる前の所定時
間において継続した場合に、加湿運転に切り換わる際に給水必要状態であると判定するこ
とを特徴とする請求項１～３のいずれかに記載の加湿装置。
【請求項５】
　空気に含まれる水分を除去する除湿部材と、
　前記除湿部材で除去された水を貯留する水貯留部と、
　前記水貯留部に貯留された水量が所定量以上であることを検出する検出手段と、
　前記検出手段の判定結果に基づいて排水必要状態であるか否かを判定する判定手段と、
　前記判定手段で排水必要状態であると判定された場合に排水必要状態であることを表示
する表示手段とを備え、
　前記判定手段は、
　前記水量が所定量以上である状態が除湿運転開始前の所定時間において継続した場合に
、除湿運転が開始される際に排水必要状態であると判定することを特徴とする除湿装置。
【請求項６】
　前記判定手段は、
　電源が駆動している間、常に前記判定を行うことを特徴とする請求項５に記載の除湿装
置。
【請求項７】
　電源駆動が停止される際に前記判定手段の判定結果を記憶する記憶手段を備え、
　前記表示手段は、
　電源駆動が開始される際に、排水必要状態であることが前記記憶手段に記憶されている
場合に、排水必要状態であることを表示することを特徴とする請求項５または６に記載の
除湿装置。
【請求項８】
　空気を除湿しないで空気を浄化する空気清浄運転が可能であって、
　前記判定手段は、
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　前記水量が所定量以上である状態が空気清浄運転から除湿運転に切り換わる前の所定時
間において継続した場合に、除湿運転に切り換わる際に排水必要状態であると判定するこ
とを特徴とする請求項５～８のいずれかに記載の除湿装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、加湿運転を行う加湿装置、および除湿運転を行う除湿装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　加湿運転を行う加湿装置としては、加湿手段と、加湿手段に供給する水を貯留する貯水
タンクと、貯水タンクの水を加湿手段に供給する水通路と、水通路内の水位を検知するフ
ロート式の水位検知手段と、水通路内の水位が低下した際に給水表示を行う表示手段とを
備えたものがある（例えば、特許文献１参照）。この加湿装置では、水通路内の水位が低
下した際に、ユーザに貯水タンクへの給水を促すことができるようになっている。
【０００３】
　また、除湿運転を行う除湿装置としては、除湿手段と、除湿手段で除去した水を貯留す
るタンクと、タンクの満水状態を検出するマイクロスイッチと、タンク内が満水であるこ
とを表示する表示手段（ＬＥＤランプ）とを備えたものがある（例えば、特許文献２の段
落００２８、００３０参照）。この除湿装置では、タンク内が満水である場合に、ユーザ
にタンク内の水の排水を促すことができるようになっている。
【０００４】
　ところで、上記の加湿装置のように、給水表示が可能な装置においては、水位のハンチ
ングによる誤表示防止のため、加湿運転が開始されてからの所定時間において給水状態が
継続した場合に、給水必要状態であると判断して給水表示を行うことが一般的である。
【０００５】
　また、同様に、上記の除湿装置のように、排水表示が可能な装置においては、水位のハ
ンチングによる誤表示防止のため、除湿運転が開始されてからの所定時間において満水状
態が継続した場合に、排水必要状態であると判断して排水表示を行うことが一般的である
。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００４－１０８５９９号公報
【特許文献２】特開２００４－３１７００３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、加湿運転が開始されてからの所定時間において給水状態が継続した場合
に、給水表示を行う場合、加湿運転開始時に既に給水必要状態である場合であっても、加
湿運転が開始されてから所定時間が経過するまでは給水表示が行われない。また、除湿運
転が開始されてからの所定時間において満水状態が継続した場合に、排水表示を行う場合
、除湿運転開始時に既に排水必要状態である場合であっても、除湿運転が開始されてから
所定時間が経過するまでは排水表示が行われない。そのため、加湿運転又は除湿運転開始
の操作をしたユーザが、所定時間が経過するまでに装置から離れてしまうと、給水表示又
は排水表示に気づかないという問題がある。
【０００８】
　そこで、本発明の目的は、加湿運転開始と同時に給水必要状態であることを表示できる
加湿装置、および、除湿運転開始と同時に排水必要状態であることを表示できる除湿装置
を提供することである。
【課題を解決するための手段】
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【０００９】
　第１の発明にかかる加湿装置は、空気を加湿する加湿部材と、前記加湿部材に供給する
水を貯留する水貯留部と、前記水貯留部に貯留された水量が所定量未満であることを検出
する検出手段と、前記検出手段の判定結果に基づいて給水必要状態であるか否かを判定す
る判定手段と、前記判定手段で給水必要状態であると判定された場合に給水必要状態であ
ることを表示する表示手段とを備え、前記判定手段は、前記水量が所定量未満である状態
が加湿運転開始前の所定時間において継続した場合に、加湿運転が開始される際に給水必
要状態であると判定することを特徴とする。
【００１０】
　この加湿装置では、水貯留部に貯留された水量が所定量未満である状態が加湿運転前の
所定時間において継続した場合に給水必要状態であると判定されるので、加湿運転開始と
同時に給水必要状態であることを表示できる。
【００１１】
　第２の発明にかかる加湿装置では、第１の発明にかかる加湿装置において、前記判定手
段は、電源が駆動している間、常に前記判定を行うことを特徴とする。
【００１２】
　この加湿装置では、給水必要状態であるか否かの判定が、電源ＯＮの間、常に行われる
ので、加湿運転開始と同時に、給水必要状態であることを容易に表示できる。
【００１３】
　第３の発明にかかる加湿装置では、第１または第２の発明にかかる加湿装置において、
電源駆動が停止される際に前記判定手段の判定結果を記憶する記憶手段を備え、前記表示
手段は、電源駆動が開始される際に、給水必要状態であることが前記記憶手段に記憶され
ている場合に、給水必要状態であることを表示することを特徴とする。
【００１４】
　この加湿装置では、電源停止時の判定結果を記憶する記憶手段が備えられているので、
電源停止時に給水必要状態である場合、次の電源ＯＮと同時に給水必要状態であることを
表示できる。
【００１５】
　第４の発明にかかる加湿装置では、第１～第３のいずれかの発明にかかる加湿装置にお
いて、空気を加湿しないで空気を浄化する空気清浄運転が可能であって、前記判定手段は
、前記水量が所定量未満である状態が空気清浄運転から加湿運転に切り換わる前の所定時
間において継続した場合に、加湿運転に切り換わる際に給水必要状態であると判定するこ
とを特徴とする。
【００１６】
　この加湿装置では、空気清浄運転から加湿運転に切り換わると同時に、給水必要状態で
あることを表示できる。
【００１７】
　第５の発明にかかる除湿装置は、空気に含まれる水分を除去する除湿部材と、前記除湿
部材で除去された水を貯留する水貯留部と、前記水貯留部に貯留された水量が所定量以上
であることを検出する検出手段と、前記検出手段の判定結果に基づいて排水必要状態であ
るか否かを判定する判定手段と、前記判定手段で排水必要状態であると判定された場合に
排水必要状態であることを表示する表示手段とを備え、前記判定手段は、前記水量が所定
量以上である状態が除湿運転開始前の所定時間において継続した場合に、除湿運転が開始
される際に排水必要状態であると判定することを特徴とする。
【００１８】
　この除湿装置では、水貯留部に貯留された水量が所定量以上である状態が除湿運転前の
所定時間において継続した場合に排水必要状態であると判定されるので、除湿運転開始と
同時に排水必要状態であることを表示できる。
【００１９】
　第６の発明にかかる除湿装置では、第５の発明にかかる除湿装置において、前記判定手
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段は、電源が駆動している間、常に前記判定を行うことを特徴とする。
【００２０】
　この除湿装置では、排水必要状態であるか否かの判定が、電源ＯＮの間、常に行われる
ので、除湿運転開始と同時に、排水必要状態であることを容易に表示できる。
【００２１】
　第７の発明にかかる除湿装置では、第５または第６の発明にかかる除湿装置において、
電源駆動が停止される際に前記判定手段の判定結果を記憶する記憶手段を備え、前記表示
手段は、電源駆動が開始される際に、排水必要状態であることが前記記憶手段に記憶され
ている場合に、排水必要状態であることを表示することを特徴とする。
【００２２】
　この除湿装置では、電源停止時の判定結果を記憶する記憶手段が備えられているので、
電源停止時に排水必要状態である場合、次の電源ＯＮと同時に排水必要状態であることを
表示できる。
【００２３】
　第８の発明にかかる除湿装置では、第５～第７のいずれかの発明にかかる除湿装置にお
いて、空気を除湿しないで空気を浄化する空気清浄運転が可能であって、前記判定手段は
、前記水量が所定量以上である状態が空気清浄運転から除湿運転に切り換わる前の所定時
間において継続した場合に、除湿運転に切り換わる際に排水必要状態であると判定するこ
とを特徴とする。
【００２４】
　この除湿装置では、空気清浄運転から除湿運転に切り換わると同時に、排水必要状態で
あることを表示できる。
【発明の効果】
【００２５】
　以上の説明に述べたように、本発明によれば、以下の効果が得られる。
【００２６】
　第１の発明では、水貯留部に貯留された水量が所定量未満である状態が加湿運転前の所
定時間において継続した場合に給水必要状態であると判定されるので、加湿運転開始と同
時に給水必要状態であることを表示できる。
【００２７】
　第２の発明では、給水必要状態であるか否かの判定が、電源ＯＮの間、常に行われるの
で、加湿運転開始と同時に、給水必要状態であることを容易に表示できる。
【００２８】
　第３の発明では、電源停止時の判定結果を記憶する記憶手段が備えられているので、電
源停止時に給水必要状態である場合、次の電源ＯＮと同時に給水必要状態であることを表
示できる。
【００２９】
　第４の発明では、空気清浄運転から加湿運転に切り換わると同時に、給水必要状態であ
ることを表示できる。
【００３０】
　第５の発明では、水貯留部に貯留された水量が所定量以上である状態が除湿運転前の所
定時間において継続した場合に排水必要状態であると判定されるので、除湿運転開始と同
時に排水必要状態であることを表示できる。
【００３１】
　第６の発明では、排水必要状態であるか否かの判定が、電源ＯＮの間、常に行われるの
で、除湿運転開始と同時に、排水必要状態であることを容易に表示できる。
【００３２】
　第７の発明では、電源停止時の判定結果を記憶する記憶手段が備えられているので、電
源停止時に排水必要状態である場合、次の電源ＯＮと同時に排水必要状態であることを表
示できる。
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【００３３】
　第８の発明では、空気清浄運転から除湿運転に切り換わると同時に、排水必要状態であ
ることを表示できる。
【図面の簡単な説明】
【００３４】
【図１】本発明の実施形態に係る湿度調整装置の斜視図である。
【図２】除湿ユニット及び加湿ユニットの斜視図である。
【図３】除湿ユニットを正面側から見た斜視図である。
【図４】除湿ユニットを背面側から見た斜視図である。
【図５】加湿ユニットを正面側から見た斜視図である。
【図６】加湿ユニットを背面側から見た斜視図である。
【図７】水トレー及び水位センサの概略図である。
【図８】表示選択パネルの概略図である。
【図９】図１に示す湿度調整装置の機能ブロック図である。
【図１０】図１に示す湿度調整装置の動作を示すフローチャートである。
【図１１】加湿運転が開始される際の動作を示すタイミングチャートである。
【図１２】除湿運転が開始される際の動作を示すタイミングチャートである。
【図１３】加湿運転が開始される際の動作を示すタイミングチャートである。
【図１４】従来の加湿装置の動作を示すタイミングチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００３５】
　以下、図面を参照しつつ本発明の実施形態について説明する。
【００３６】
　本発明の実施形態に係る湿度調整装置１（加湿装置、除湿装置）は、除湿機能、加湿機
能、及び空気清浄機能を有しており、除湿運転時は除湿装置として、加湿運転時は加湿装
置として、空気清浄運転（以下、空清運転）時は、空気清浄機として働く。また、湿度調
整装置１は、単一機能だけでなく、同時に複数の機能を組み合わせて駆動することができ
る。例えば、空気清浄機能と除湿機能との組合せ、空気清浄機能と加湿機能との組合せ、
除湿機能と加湿機能の組合せである。
【００３７】
［湿度調整装置１の構成］
　湿度調整装置１は、図１に示すように、本体ケーシング１０、第１ファン２、除湿ユニ
ット３、加湿ユニット４、空気清浄ユニット５、水位センサ６（検出手段）、表示選択パ
ネル７（表示手段）、及び制御装置８等を備えている。そして、第１ファン２、除湿ユニ
ット３、加湿ユニット４、空気清浄ユニット５、水位センサ６、及び制御装置８（図７参
照）は、本体ケーシング１０の内部に収容されている。以下、図１に示す矢印Ａの上流側
を正面側とし、矢印Ａの下流側を背面側として説明する。
【００３８】
　第１ファン２は、本体ケーシング１０内部の背面側に位置している。この第１ファン２
が回転することにより空気流路Ａが形成され、まず正面側から吸い込まれた空気が空気清
浄ユニット５を通過して浄化される。空気清浄ユニット５で浄化された空気は、除湿ユニ
ット３、加湿ユニット４の順に通過して湿度調整装置１から吹き出される。
【００３９】
　空気清浄ユニット５は、本体ケーシング１０内部の正面側に位置している。この空気清
浄ユニット５は、プレフィルタ、プラズマイオン化部、集塵フィルタ、脱臭フィルタ、及
びストリーマ放電ユニット等を備えている（いずれも図示省略）。プレフィルタは、空気
中の比較的大きな塵埃を除去する。プラズマイオン化部は、空気中に含まれる塵埃等をプ
ラス電荷に帯電する。集塵フィルタは、プラス電荷に帯電した塵埃等を吸着する。活性炭
などを含む脱臭フィルタは、ホルムアルデヒドや臭い成分などを分解、或いは吸着する。
ストリーマ放電ユニットは、ストリーマ放電により活性種を生成する。活性種を含んだ空
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気は、ウィルスやカビ菌、細菌などを不活化または消滅させる。
【００４０】
　図２は、除湿ユニット３と加湿ユニット４の斜視図である。手前側に位置するのが除湿
ユニット３であり、奥側に位置するのが加湿ユニット４である。図１では、加湿ユニット
４の構成部品である水トレー４０、加湿ロータ４１及び水車４２が湿度調整装置１から取
り外されているが、組立状態では湿度調整装置１内に配置されている。
【００４１】
＜除湿ユニット３＞
　除湿ユニット３は、空気清浄ユニット５の後方に配置されており、空気清浄ユニット５
を通過した空気が流入する。除湿ユニット３は、図３に示すように、除湿ロータ３１（除
湿部材）、ヒータ３２、第２ファン３３、送風管３４及び熱交換器３５を有している。
【００４２】
　除湿ロータ３１（除湿部材）は、円板状のハニカム構造体であり、多孔質体で構成され
ている。このため、除湿ロータ３１は、高い吸湿性を有している。
【００４３】
　ヒータ３２は、除湿ロータ３１の背面側の一部に対向して配置されている。このヒータ
３２は、略扇形形状であって、除湿ロータ３１の背面側の６分の１程度を覆う位置に設け
られている。
【００４４】
　第２ファン３３は、除湿ロータ３１の上方から空気流路Ａの下流側に突出するように取
り付けられている。ヒータ３２と第２ファン３３とは空気の流通ができるように第１送風
管３４ａによって連絡されている。第２ファン３３の駆動によって発生する空気は、第１
送風管３４ａを通ってヒータ３２に至り、そこで加熱されて高温空気となる。
【００４５】
　送風管３４は、第１送風管３４ａ、第２送風管３４ｂ、第３送風管３４ｃ及び第４送風
管３４ｄを有している。ヒータ３２によって加熱された高温空気は、除湿ロータ３１の背
面側から除湿ロータ３１を通過して除湿ロータ３１の正面側に流れる。除湿ロータ３１の
高温空気が通過した領域は、高温空気に加熱されて水分を高温空気へ放出する。
【００４６】
　除湿ロータ３１を通過した高温空気は、高温高湿空気となって第２送風管３４ｂに入る
。第２送風管３４ｂは、除湿ロータ３１を通過した高温高湿空気を回収できるように、除
湿ロータ３１の正面側を覆うように配置されている。第２送風管３４ｂは、外形が扇形で
あって、側面の６分の１程度を覆っている。
【００４７】
　第３送風管３４ｃは、第２送風管３４ｂから流れる高温高湿空気を、除湿ロータ３１の
径方向外側の外周に沿って流す。第３送風管３４ｃには、空気流路Ａと同じ方向に貫通す
る複数の長孔３５ａが設けられており、空気流路Ａを流れる空気がその長孔３５ａを通過
する。第３送風管３４ｃを流れる高温高湿空気は、長孔３５ａの壁面に接触しながら流れ
ているので、長孔３５ａを通過する空気は、高温高湿空気から熱量を奪う。このため、長
孔３５ａの壁面に接触した高温高湿空気は冷却され、長孔３５ａの壁面は結露する。結露
水は、所定の出口を通過して後述する加湿ユニット４の水トレー４０（水貯留部）に貯留
される。
【００４８】
　第４送風管３４ｄは、第３送風管３４ｃと第２ファン３３とを連絡している。第３送風
管３４ｃを流れる高温高湿空気は、複数の長孔３５ａの壁面に接触して熱量と水分を奪わ
れた後に、第４送風管３４ｄを通って第２ファン３３に吸い込まれる。
【００４９】
　長孔３５ａは、除湿ロータ３１の径方向外側を囲むように設けられており、複数の長孔
３５ａが熱交換器３５を形成している。
【００５０】
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　また、この除湿ユニット３は、図４に示すように、駆動モータ３６を有している。駆動
モータ３６は、ピニオン歯車３６１を有しており、除湿ロータ３１の外周には、ピニオン
歯車３６１と噛み合う従動歯車３１１が設けられている。駆動モータ３６が駆動している
間、除湿ロータ３１は回転し、空気流路Ａを通過する空気と接触して水分を吸着し、ヒー
タ３２と対向する位置でその水分を放出し、再び空気流路Ａを通過する空気と接触する。
このため、除湿ロータ３１は、水分の吸着と放出を繰り返すことができる。
【００５１】
＜加湿ユニット４＞
　加湿ユニット４は、除湿ユニット３と第１ファン２の間に配置されており、除湿ユニッ
ト３を通過した空気が流入する。この加湿ユニット４は、図５に示すように、水トレー４
０（水貯留部）、加湿ロータ４１（加湿部材）、水車４２及び駆動部４３を有している。
【００５２】
　水トレー４０（水貯留部）は、加湿ロータ４１に供給する水を貯留するものであり、本
体ケーシング１０に脱着可能に収納されている。水トレー４０内の水が不足している場合
、ユーザは、水トレー４０を本体ケーシング１０の引出口から引き出して給水する。なお
、この湿度調整装置１においては、除湿ユニット３で空気中から除去した水を水トレー４
０に貯めて、給水回数を低減している。
【００５３】
　加湿ロータ４１（加湿部材）は、不織布で円板状に成形され、回転することによって水
トレー４０から供給される水を空気に供給して空気を加湿する。加湿ロータ４１は、外周
に第１歯車４１１を有しており、第１歯車４１１は駆動部４３によって回転する。加湿ロ
ータ４１は、水トレー４０の満水時の水位よりも上方に配置されているので、水トレー４
０内の水とは直接接触していない。
【００５４】
　水車４２は、図６に示すように、水トレー４０に形成された軸受け４０ａに回転可能に
支持されており、水トレー４０内の水を汲み上げて加湿ロータ４１に向って放出する。具
体的には、水車４２の外周部に台形状の開口を有する凹部４２１ａが複数形成されており
、水車４２の回転によって凹部４２１ａが浸水したときに水が凹部４２１ａの開口に溜め
られ、凹部４２１ａが上昇することで凹部４２１ａの開口に溜まった水が加湿ロータ４１
に向かって流れる。なお、この水車４２は、第２歯車４２３を有しており、加湿ロータ４
１の第１歯車４１１と噛合している。そして、水車４２は、加湿ロータ４１の回転に伴っ
て回転する。
【００５５】
　ここで、後述する判定部７２が給水必要状態であると判定した場合、制御装置８は、駆
動部４３を駆動させない。よって、判定部７２が給水必要状態であると判定した場合、加
湿ロータ４１及び水車４２は駆動しない。
【００５６】
＜水位センサ６＞
　水トレー４０内には、水トレー４０内の水面位置を検知する水位センサ６（検出手段）
が設けられている。この水位センサ６は、図７に示すように、フロート式の水位センサで
あり、本体５０ａと、ステム５０ｂと、フロート５０ｃと、下リミットスイッチ５１と、
上リミットスイッチ５２とを有している。本体５０ａは、水トレー４０の上部に取り付け
られている。ステム５０ｂは、本体５０ａの下面から垂下している。フロート５０ｃは、
ステム５０ｂを上下方向に摺動可能に取り付けられている。上および下リミットスイッチ
５１、５２は、フロート５０ｃが所定位置になったときに、検出信号を発生する。
【００５７】
　フロート５０ｃは、円柱状のステム５０ｂに嵌合する中空を備えたドーナツ形状であり
、比重が水よりも小さく構成されている。このため、フロート５０ｃは、水トレー４０内
の水位に応じてステム５０ｂに沿って上下動する。また、フロート５０ｃは、内部に磁性
体を備えており、ステム５０ｂに内装されている上および下リミットスイッチ５１、５２
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の位置で、リミットスイッチを作動させるように構成されている。
【００５８】
　下リミットスイッチ５１は、加湿運転が行われるにあたって水トレー４０への給水が必
要である位置、即ち、水車４２が水トレー４０から水を汲み上げることができない位置で
ある給水位置Ｐ１に配置されている。一方、上リミットスイッチ５２は、除湿運転が行わ
れるにあたって水トレー４０内からの水の排出が必要である位置、即ち、満水位置Ｐ２に
配置されている。
【００５９】
　ここで、給水位置Ｐ１に配置された下リミットスイッチ５１は、フロート５０ｃの位置
が給水位置Ｐ１よりも下方にある場合には、ＯＦＦ信号を出力する。また、下リミットス
イッチ５１は、フロート５０ｃの位置が給水位置Ｐ１と等しいか若しくは給水位置Ｐ１よ
りも上方にある場合には、ＯＮ信号を出力する。
【００６０】
　一方、満水位置Ｐ２に配置された上リミットスイッチ５２は、フロート５０ｃの位置が
満水位置Ｐ２より下方にある場合には、ＯＮ信号を出力する。また、上リミットスイッチ
５２は、フロート５０ｃの位置が満水位置Ｐ２と等しいか若しくは満水位置Ｐ２より上方
にある場合には、ＯＦＦ信号を出力する。なお、リミットスイッチから出力されたＯＮ信
号及びＯＦＦ信号は、制御装置８に送られる。
【００６１】
＜表示選択パネル７＞
　本体１０の上面には、表示選択パネル７（表示手段）が設けられている。表示選択パネ
ル７には、図８に示すように、運転入／切スイッチ６２、運転切換スイッチ６３、給水表
示ランプ６４、満水（排水）表示ランプ６５等が設けられている。また、本体ケーシング
１０には、電源スイッチ（図示省略）が設けられている。
【００６２】
　電源スイッチは、湿度調整装置１の電源の駆動又は停止を選択する。運転入／切スイッ
チ６２は、湿度調整装置１の運転入／切を選択する。電源駆動かつ運転切の状態で運転入
／切スイッチ６２が押されると、即ち、運転入／切スイッチ６２がＯＮになると、空清運
転が開始される。ここで、空清運転とは、加湿切モードかつ除湿切モードであって、第１
ファン２を駆動させ、除湿ロータ３１および加湿ロータ４１を駆動させない運転をいう。
つまり、空気を加湿及び除湿しないで空気を浄化する。
【００６３】
　運転切換スイッチ６３は、除湿運転、加湿運転、および空清運転の切換を選択できる。
除湿運転が選択されると、除湿入モードに変化して除湿運転が開始される。また、加湿運
転が選択されると、加湿入モードに変化して加湿運転が開始される。また、除湿運転及び
加湿運転の状態から空清運転が選択されると加湿切モードかつ除湿切モードに変化して空
清運転が開始される。
【００６４】
　ここで、加湿運転とは、加湿入モードである運転をいう。加湿入モードの運転とは、通
常は、第１ファン２および加湿ロータ４１を駆動させ、除湿ロータ３１を駆動させない運
転のことである。つまり、加湿運転では、空気を加湿して、かつ空気を浄化する。
【００６５】
　但し、後述する判定部７２（判定手段）が給水必要状態であると判定した場合において
は、制御装置８が加湿ロータ４１を駆動させないので、加湿入モードの運転が、第１ファ
ン２だけ駆動させ、除湿ロータ３１及び加湿ロータ４１を駆動させない運転となる。
【００６６】
　また、除湿運転とは、除湿入モードである運転をいう。除湿入モードの運転とは、通常
は、第１ファン２および除湿ロータ３１を駆動（ヒータ３２及び第２ファン３３も同時に
駆動）させ、加湿ロータ４１を駆動させない運転のことである。つまり、除湿運転では、
空気を除湿して、かつ空気を浄化する。
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【００６７】
　但し、後述する判定部７２が排水必要状態であると判定した場合においては、制御装置
８が除湿ロータ３１を駆動させないので、除湿入モードの運転が、第１ファン２だけ駆動
させ、除湿ロータ３１および加湿ロータ４１を駆動させない運転となる。
【００６８】
　給水表示ランプ６４は、後述する判定部７２が給水必要状態であると判定した場合に点
灯する。給水表示ランプ６４は、給水必要状態でない場合は消灯している。
【００６９】
　満水表示ランプ６５は、後述する判定部７２が排水必要状態であると判定した場合に点
灯する。満水表示ランプ６５は、排水必要状態でない場合は消灯している。
【００７０】
＜制御装置８＞
　図９は、図１に示す湿度調整装置１の機能ブロック図である。制御装置８は、ＣＰＵ（
Central Processing Unit）、ＲＯＭ（Read Only Memory）、ＲＡＭ（Random Access Mem
ory）などの複数のハードウェアから構成されている。ＲＯＭには、制御装置８の動作を
制御する制御プログラムなどが格納されている。そして、この制御装置８は、水量検出部
７１（検出手段）、判定部７２（判定手段）、表示部７３（表示手段）、及び記憶部７４
（記憶手段）を有している。
【００７１】
　水量検出部７１（検出手段）は、下リミットスイッチ５１のＯＮ／ＯＦＦ信号を読み取
って、水トレー４０に貯留された水量Ｑが、水面位置が給水位置Ｐ１である場合における
水量Ｑ１未満であるか否かを判定する。具体的には、下リミットスイッチ５１から出力さ
れた信号がＯＮであれば、水量Ｑが水量Ｑ１以上であると判定し、下リミットスイッチ５
１から出力された信号がＯＦＦであれば、水量Ｑが水量Ｑ１未満であると判定する。
【００７２】
　また、水量検出部７１は、上リミットスイッチ５２のＯＮ／ＯＦＦ信号を読み取って、
水トレー４０に貯留された水量Ｑが、水面位置が満水位置Ｐ２である場合における水量Ｑ
２以上であるか否かを判定する。具体的には、上リミットスイッチ５２から出力された信
号がＯＮであれば、水量Ｑが水量Ｑ２未満であると判定し、上リミットスイッチ５２から
出力された信号がＯＦＦ信号であれば、水量Ｑが水量Ｑ２以上であると判定する。
【００７３】
　判定部７２（判定手段）は、水量検出部７１の判定結果に基づいて水トレー４０への給
水が必要な状態（給水必要状態）であるか否か、及び水トレー４０内の水の排水が必要な
状態（排水必要状態）であるか否かを判定する。この判定部７２は、湿度調整装置１の電
源が駆動されると同時に判定を開始し、湿度調整装置１の電源が駆動している間、常に判
定を行う。
【００７４】
　この判定部７２は、具体的には、下リミットスイッチ５１のＯＦＦ信号（水量Ｑが水量
Ｑ１未満である状態）が加湿運転開始前の所定時間（例えば、２０秒間）において継続し
た場合に、加湿運転が開始される際に給水必要状態であると判定する。また、上リミット
スイッチ５２のＯＦＦ信号（水量Ｑが水量Ｑ２以上である状態）が除湿運転開始前の所定
時間（例えば、２０秒）において継続した場合に、除湿運転が開始される際に排水必要状
態であると判定する。
【００７５】
　ここで、加湿運転開始前の所定時間とは、加湿運転開始直前の所定時間をいう。より厳
密には、加湿運転が開始された時点から遡った過去の所定時間をいう。また、除湿運転開
始前の所定時間とは、除湿運転開始直前の所定時間をいう。より厳密には、除湿運転が開
始された時点から遡った過去の所定時間をいう。
【００７６】
　また、この判定部７２は、加湿運転が開始された後において、下リミットスイッチ５１
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のＯＦＦ信号（水量Ｑが水量Ｑ１未満である状態）が所定時間（例えば、２０秒間）にお
いて継続した場合に、給水必要状態であると判定する。また、除湿運転が開始された後に
おいて、上リミットスイッチ５２のＯＦＦ信号（水量Ｑが水量Ｑ２以上である状態）が所
定時間（例えば、２０秒間）において継続した場合に、排水必要状態であると判定する。
【００７７】
　表示部７３（表示手段）は、判定部７２で給水必要状態であると判定された場合に給水
表示ランプ６４を点灯させる。また、この表示部７３は、判定部７２で排水必要状態であ
ると判定された場合に満水表示ランプ６５を点灯させる。
【００７８】
　記憶部７４（記憶手段）は、電源ＯＮの状態において電源スイッチがＯＦＦにされる等
して電源がＯＦＦ（停止）される際の判定部７２の判定結果を記憶する。例えば、電源Ｏ
ＦＦ時に、判定部７２が給水必要状態と判定していれば、給水必要状態であることを記憶
する。電源ＯＦＦ時に、判定部７２が排水必要状態と判定していれば、排水必要状態であ
ることを記憶する。なお、電源ＯＦＦ時に、判定部７２が給水必要状態又は排水必要状態
でないと判定していれば、給水必要状態又は排水必要状態でないことを記憶する。
【００７９】
＜フロー＞
　次に、図１０（フローチャート）を参照して湿度調整装置１の動作（フロー）について
説明する。
【００８０】
　スタート時は、電源ＯＦＦ（停止）状態とする。まず、電源ＯＮ（駆動）か否かを判断
する（Ｓ１）。電源ＯＮの場合（Ｓ１：Ｙｅｓ）、判定部７２が、給水必要状態であるか
否か、および排水必要状態であるか否かの判定を開始する（Ｓ２）。一方、電源ＯＦＦの
場合（Ｓ１：Ｎｏ）、電源ＯＮとなるまで待機する。
【００８１】
　次に、記憶部７４が前回電源停止時に給水必要状態であると記憶しているか否かを判断
する（Ｓ３）。給水必要状態であると記憶している場合（Ｓ３：Ｙｅｓ）、表示部７３が
給水表示ランプ６４を点灯させて、給水必要状態であることを表示する（Ｓ１０）。一方
、給水必要状態でないと記憶している場合（Ｓ３：Ｎｏ）、記憶部７４が前回電源停止時
に排水必要状態であると記憶しているか否かを判断する（Ｓ４）。そして、排水必要状態
であると記憶している場合（Ｓ４：Ｙｅｓ）、表示部７３が満水表示ランプ６５を点灯さ
せて、排水必要状態であることを表示する（Ｓ１４）。一方、排水必要状態でないと記憶
している場合（Ｓ４：Ｎｏ）、運転入／切スイッチ６２がＯＮとなったか否かを判断する
（Ｓ５）。運転入／切スイッチ６２がＯＮとなった場合（Ｓ５：Ｙｅｓ）、空清運転が開
始される（Ｓ６）。運転入／切スイッチ６２がＯＦＦの場合（Ｓ５：Ｎｏ）、運転入／切
スイッチ６２がＯＮとなるまで待機する。
【００８２】
　ステップＳ７では、加湿運転が開始されたか否かを判断する。加湿運転が開始された場
合（Ｓ７：Ｙｅｓ）、水量Ｑが水量Ｑ１未満である状態が加湿運転開始前の所定時間（例
えば、２０秒）において継続したか否かを判断することで、加湿運転開始時に給水必要状
態であるか否かを判断する（Ｓ８）。給水必要状態である場合（Ｓ８：Ｙｅｓ）、加湿ユ
ニット４の駆動部４３を駆動させずに水車４２の停止状態を継続し（Ｓ９）、給水表示ラ
ンプ６４を点灯させて給水必要状態であることを表示する（Ｓ１０）。一方、加湿運転開
始時に給水必要状態でない場合（Ｓ８：Ｎｏ）、加湿ユニット４の駆動部４３を駆動させ
て水車４２を駆動する（Ｓ１１）。
【００８３】
　ステップＳ７において、加湿運転が開始されない場合（Ｓ７：Ｎｏ）、除湿運転が開始
されたか否かを判断する（Ｓ１２）。除湿運転が開始された場合（Ｓ１２：Ｙｅｓ）、水
量Ｑが水量Ｑ２以上である状態が除湿運転開始前の所定時間（例えば、２０秒）において
継続したか否かを判断することで、除湿運転開始時に排水必要状態であるか否かを判断す
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る（Ｓ１３）。排水必要状態である場合（Ｓ１３：Ｙｅｓ）、満水表示ランプ６５を点灯
させて排水必要状態であることを表示する（Ｓ１４）。一方、除湿運転開始時に排水必要
状態でない場合（Ｓ１３：Ｎｏ）、フローを終了する。
【００８４】
　次に、図１１～図１３（タイミングチャート）を参照して湿度調整装置１の動作（フロ
ー）について説明する。
【００８５】
　図１１においては、湿度調整装置１は、電源ＯＮ時（ｔ１）より以前から給水必要状態
であるものとする。但し、記憶部７４は、前回電源停止時に給水必要状態であることを記
憶していないものとする。
【００８６】
　図１１において、電源がＯＮにされると、判定部７２による判定が開始される（ｔ１）
。ｔ１後、運転入／切スイッチ６２が操作されて空清運転が選択（ＯＮ）されると、第１
ファン２が駆動（ＯＮ）して空清運転が開始される（ｔ２）。ｔ２後、加湿運転が選択（
ＯＮ）されると、加湿運転が開始される（ｔ３）。そして、加湿運転開始時（ｔ３）にお
いて、水量Ｑが水量Ｑ１未満である状態が加湿運転開始前の所定時間（ｔ４～ｔ３）にお
いて継続しているので、判定部７２が給水必要状態であると判定すると共に、表示部７３
が給水表示ランプ６４を点灯する（ｔ３）。その結果、加湿運転開始と同時に給水必要状
態であることが表示される。なお、この場合、制御装置８は、加湿ユニット４の駆動部４
３を駆動させないで水車４２の駆動停止（ＯＦＦ）状態を継続する。
【００８７】
　図１２においては、湿度調整装置１は、電源ＯＮ時（ｔ１）より以前から排水必要状態
であるものとする。但し、記憶部７４は、前回電源停止時に排水必要状態であることを記
憶していないものとする。
【００８８】
　図１２において、電源がＯＮにされると、判定部７２による判定が開始される（ｔ１）
。ｔ１後、運転入／切スイッチ６２が操作されて空清運転が選択（ＯＮ）されると、第１
ファン２が駆動（ＯＮ）して空清運転が開始される（ｔ２）。ｔ２後、除湿運転が選択（
ＯＮ）されると、除湿運転が開始される（ｔ３）。そして、除湿運転開始時（ｔ３）にお
いて、水量Ｑが水量Ｑ２以上である状態が除湿運転開始前の所定時間（ｔ４～ｔ３）にお
いて継続しているので、判定部７２が排水必要状態であると判定すると共に、表示部７３
が満水表示ランプ６５を点灯する（ｔ３）。その結果、除湿運転開始と同時に排水必要状
態であることが表示される。
【００８９】
　図１３においては、記憶部７４は、前回電源停止時に給水必要状態であることを記憶し
ているものとする。
【００９０】
　図１３において、電源がＯＮにされると、表示部７３が記憶部７４に記憶された給水必
要状態であるとの情報に基づき給水表示ランプ６４を点灯する（ｔ１）。その結果、電源
ＯＮと同時に給水必要状態であることが表示される。
【００９１】
＜比較例＞
　以上、本実施形態について説明したが、本実施形態との比較のため、従来技術にかかる
湿度調湿装置の動作について説明する。
【００９２】
　従来技術にかかる湿度調湿装置の判定部は、加湿運転又は除湿運転が開始されるのと同
時に判定を開始する。そして、加湿運転が開始された後において、水量Ｑが水量Ｑ１未満
である状態が所定時間（例えば、２０秒間）において継続した場合に、給水必要状態であ
ると判定する。また、除湿運転が開始された後において、水量Ｑが水量Ｑ２以上である状
態が所定時間（例えば、２０秒間）において継続した場合に、排水必要状態であると判定
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する。また、従来技術の湿度調整装置には、本実施形態の記憶部７４に相当する制御部は
ない。
【００９３】
　次に、従来技術にかかる湿度調湿装置の動作について、図１４（タイミングチャート）
を参照しつつ具体的に説明する。図１４においては、湿度調整装置１は、電源ＯＮ時（ｔ
１１）より以前から給水必要状態であるものとする。
【００９４】
　図１４において、まず、電源がＯＮにされる（ｔ１１）。そして、運転入／切スイッチ
が操作されて空清運転が選択（ＯＮ）されると、第１ファンが駆動（ＯＮ）して空清運転
が開始される（ｔ１２）。その後、ｔ１３において、加湿運転が選択（ＯＮ）されると、
加湿ユニットの駆動部を駆動させて水車を駆動（ＯＮ）すると共に従来技術にかかる湿度
調湿装置の判定部による判定が開始される。そして、水量Ｑが水量Ｑ１未満である状態が
所定時間（ｔ１３～ｔ１４）において継続した場合、判定部が給水必要状態であると判定
すると共に、表示部が給水表示ランプを点灯する（ｔ１４）。また、同時に水車の駆動を
停止する（ｔ１４）。
【００９５】
　したがって、従来技術にかかる湿度調整装置では、加湿運転開始時に既に給水必要状態
である場合であっても、加湿運転が開始されてから所定時間が経過するまで給水表示ラン
プが点灯しない。即ち、図１４において、ｔ１３～ｔ１４までブランクが発生する。その
結果、加湿運転開始の操作をしたユーザが、ｔ１３～ｔ１４の間に湿度調整装置から離れ
てしまうと、給水表示に気づかない場合が生じうる。
【００９６】
　また、従来技術にかかる湿度調整装置では、給水必要状態であるにも係らず、加湿運転
が開始されてから所定時間が経過するまでは水車が駆動し、水車の空運転が行われてしま
う。
【００９７】
［本実施形態の湿度調整装置１の特徴］
　本実施形態の湿度調整装置１には、以下の特徴がある。
【００９８】
　この湿度調整装置１（加湿装置）では、水トレー４０に貯留された水量Ｑが水量Ｑ１未
満である状態が、加湿運転前の所定時間において継続した場合に、給水必要状態であると
判定されるので、加湿運転開始と同時に給水必要状態であることを表示できる。その結果
、加湿運転開始の操作をしたユーザが離れてしまった後に給水表示されることがなく、ユ
ーザに容易に給水表示に気づかせることができる。
【００９９】
　また、この湿度調整装置１（加湿装置）では、加湿運転開始と同時に給水必要状態であ
ると判定されるので、給水必要状態であるにも係らず、加湿運転が開始されてから所定時
間が経過するまで水車４２が駆動してしまうことがない。その結果、水車４２の空運転（
水トレー４０に水が無い状態で水車４２が回転すること）を防止でき、水車４２の摩耗を
抑制できる。
【０１００】
　また、この湿度調整装置１（加湿装置）では、給水必要状態であるか否かの判定が、電
源ＯＮの間、常に行われるので、加湿運転開始と同時に、給水必要状態であることを容易
に表示できる。
【０１０１】
　また、この湿度調整装置１（加湿装置）では、電源停止時の判定結果を記憶する記憶部
７４（記憶手段）が備えられているので、電源停止時に給水必要状態である場合、次の電
源ＯＮと同時に給水必要状態であることを表示できる。
【０１０２】
　また、この湿度調整装置１（加湿装置）では、水トレー４０に貯留された水量Ｑが水量
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Ｑ１未満である状態が、空気清浄運転から加湿運転に切り換わる前の所定時間において継
続した場合に、給水必要状態であると判定されるので、空気清浄運転から加湿運転に切り
換わると同時に、給水必要状態であることを表示できる。
【０１０３】
　また、この湿度調整装置１（除湿装置）では、水トレー４０に貯留された水量Ｑが水量
Ｑ２以上である状態が、除湿運転前の所定時間において継続した場合に、排水必要状態で
あると判定されるので、除湿運転開始と同時に排水必要状態であることを表示できる。そ
の結果、除湿運転開始の操作をしたユーザが離れてしまった後に排水表示されることがな
く、ユーザに容易に排水表示に気づかせることができる。
【０１０４】
　また、この湿度調整装置１（除湿装置）では、排水必要状態であるか否かの判定が、電
源ＯＮの間、常に行われるので、除湿運転開始と同時に、排水必要状態であることを容易
に表示できる。
【０１０５】
　また、この湿度調整装置１（除湿装置）では、電源停止時の判定結果を記憶する記憶部
７４（記憶手段）が備えられているので、電源停止時に排水必要状態である場合、次の電
源ＯＮと同時に排水必要状態であることを表示できる。
【０１０６】
　また、この湿度調整装置１（除湿装置）では、水トレー４０に貯留された水量Ｑが水量
Ｑ２以上である状態が、空気清浄運転から除湿運転に切り換わる前の所定時間において継
続した場合に、排水必要状態であると判定されるので、空気清浄運転から除湿運転に切り
換わると同時に、排水必要状態であることを表示できる。
【０１０７】
　以上、本発明の実施の形態について説明したが、本発明の具体的な構成は、上記実施形
態に限定されるものでないと考えられるべきである。本発明の範囲は、上記実施形態の説
明だけではなく特許請求の範囲によって示され、さらに特許請求の範囲と均等の意味およ
び範囲内でのすべての変更が含まれる。
【０１０８】
［変形例］
　本実施形態では、電源が駆動している間、常に判定部７２による判定を行うこととした
が、判定部による判定は、加湿運転又は除湿運転開始前の所定時間のみ行われるようにし
てもよい。
【０１０９】
　また、本実施形態では、電源駆動が停止される際に判定部７２の判定結果を記憶する記
憶部７４を備えたが、記憶部７４はなくてもよい。
【０１１０】
　また、本実施形態では、湿度調整装置１が、空気を加湿しないで空気を浄化する空気清
浄運転が可能であって、空気清浄運転から加湿運転又は除湿運転に切り換わる際に判定部
７２による判定を行うこととした。しかし、湿度調整装置１は、空気を加湿しないで空気
を浄化する空気清浄運転が不可であって、加湿運転（空気を浄化して空気を加湿する運転
）又は除湿運転（空気を浄化して空気を除湿する運転）開始時に判定部７２による判定が
行われるようにしてもよいし、加湿運転から除湿運転に切り換わる際に、或いは、除湿運
転から加湿運転に切り換わる際に、判定部７２による判定が行われるようにしてもよい。
【０１１１】
　また、本実施形態では、湿度調整装置１は、除湿運転、加湿運転、及び空気清浄運転い
ずれも可能な装置としたが、空気清浄運転ができない装置であってもよい。また、除湿運
転、加湿運転のいずれか一方のみの運転可能な装置（単なる加湿装置、又は除湿装置）で
あってもよい。
【０１１２】
　また、本実施形態の加湿運転とは、空気を浄化して空気を加湿する運転を指すが、加湿
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運転が空気を浄化しないで空気を加湿する運転であってもよい。また、本実施形態の除湿
運転とは、空気を浄化して空気を除湿する運転を指すが、除湿運転が空気を浄化しないで
空気を除湿する運転であってもよい。
【０１１３】
　また、本実施形態では、水トレー４０が加湿装置の水トレーと除湿装置の水トレーとを
兼ねているが、加湿装置の水トレーと除湿装置の水トレーとが別々にあってそれぞれに水
位センサが設けられていてもよい。
【産業上の利用可能性】
【０１１４】
　本発明を利用すれば、加湿運転開始と同時に給水必要状態であることを表示できる。ま
た、除湿運転開始と同時に排水必要状態であることを表示できる。
【符号の説明】
【０１１５】
１　湿度調整装置（加湿装置、除湿装置）
６　水位センサ（検出手段）
７　表示選択パネル（表示手段）
３１　除湿ロータ（除湿部材）
４０　水トレー（水貯留部）
４１　加湿ロータ（加湿部材）
７１　水量検出部（検出手段）
７２　判定部（判定手段）
７３　表示部（表示手段）
７４　記憶部（記憶手段）

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】
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